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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 4日 (2006.8.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 横 臥 式 撮 影 か 立 位 式 撮 影 か の い ず れ か の 撮 影 術 式 を 選 択 し Ｘ 線 管 の Ｘ 線 撮 影 条 件 を 設 定
す る Ｘ 線 制 御 装 置 と 、 高 電 圧 発 生 装 置 か ら 高 電 圧 が 印 加 さ れ る Ｘ 線 管 を 天 井 走 行 式 で 吊 設
保 持 す る Ｘ 線 管 保 持 装 置 と 、 前 記 撮 影 術 式 を 識 別 す る 制 御 部 と 、 撮 影 の た め の 操 作 条 件 を
設 定 し 操 作 信 号 を 発 生 さ せ る 操 作 パ ネ ル と 、 前 記 Ｘ 線 管 保 持 装 置 の 作 動 に よ っ て Ｘ 線 管 が
撮 影 位 置 に セ ッ ト さ れ 撮 影 を 行 う 複 数 の 撮 影 台 と 、 前 記 天 井 走 行 式 で 懸 垂 さ れ プ リ セ ッ ト
さ れ た 撮 影 位 置 で Ｘ 線 管 保 持 装 置 を 一 旦 停 止 さ せ る セ ン タ フ ァ イ ン ド モ ー ド 機 構 と を 備 え
、 撮 影 位 置 を 確 認 し て 撮 影 す る Ｘ 線 一 般 撮 影 用 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 Ｘ 線 制 御 装 置 と 制
御 部 と の 間 で 選 択 さ れ た 撮 影 術 式 に 関 す る 信 号 の 送 受 を 行 う 通 信 手 段 を 設 け 、 Ｘ 線 制 御 装
置 で 選 択 さ れ た 撮 影 術 式 を 前 記 制 御 部 で 識 別 し 最 後 に 選 択 さ れ た 撮 影 位 置 の み で 前 記 セ ン
タ フ ァ イ ン ド モ ー ド 機 構 を 作 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る Ｘ 線 一 般 撮 影 用 シ ス テ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の Ｘ 線 一 般 撮 影 用 シ ス テ ム は 、 横 臥 式 撮 影 か 立 位 式
撮 影 か の い ず れ か の 撮 影 術 式 を 選 択 し Ｘ 線 管 の Ｘ 線 撮 影 条 件 を 設 定 す る Ｘ 線 制 御 装 置 と 、
高 電 圧 発 生 装 置 か ら 高 電 圧 が 印 加 さ れ る Ｘ 線 管 を 天 井 走 行 式 で 吊 設 保 持 す る Ｘ 線 管 保 持 装
置 と 、 前 記 撮 影 術 式 を 識 別 す る 制 御 部 と 、 撮 影 の た め の 操 作 条 件 を 設 定 し 操 作 信 号 を 発 生
さ せ る 操 作 パ ネ ル と 、 前 記 Ｘ 線 管 保 持 装 置 の 作 動 に よ っ て Ｘ 線 管 が 撮 影 位 置 に セ ッ ト さ れ
撮 影 を 行 う 複 数 の 撮 影 台 と 、 前 記 天 井 走 行 式 で 懸 垂 さ れ プ リ セ ッ ト さ れ た 撮 影 位 置 で Ｘ 線
管 保 持 装 置 を 一 旦 停 止 さ せ る セ ン タ フ ァ イ ン ド モ ー ド 機 構 と を 備 え 、 撮 影 位 置 を 確 認 し て
撮 影 す る Ｘ 線 一 般 撮 影 用 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 Ｘ 線 制 御 装 置 と 制 御 部 と の 間 で 選 択 さ れ
た 撮 影 術 式 に 関 す る 信 号 の 送 受 を 行 う 通 信 手 段 を 設 け 、 Ｘ 線 制 御 装 置 で 選 択 さ れ た 撮 影 術
式 を 前 記 制 御 部 で 識 別 し 最 後 に 選 択 さ れ た 撮 影 位 置 の み で 前 記 セ ン タ フ ァ イ ン ド モ ー ド 機
構 を 作 動 さ せ る も の で あ る 。


	header
	written-amendment

